
 都⽴職業能⼒開発センターは、新たに職業に就かれる⽅、求職中の⽅、転職を希望している⽅を対象に、
 就職に向けて、職業に必要な知識・技能を習得していただくための施設です。

※ 受付時間については、ハローワーク、各職業能⼒開発センター（校）ともに平⽇の８時30分から17時15分
までとなります。(ただし、新宿わかものハローワークは平⽇の10時から18時まで)

※ 募集期間中、各職業能⼒開発センター（校）では⾒学会を実施します。（詳細は２ページをご覧ください。）

  「センター（校）別　２０２６年１０月入校生追加募集科目一覧」のとおり

※ 「センター（校）別 ２０２６年１０⽉⼊校⽣追加募集科目⼀覧」(挟み込みの別紙)の中から、希望する科目を
１つ選んでください。
（他の公共職業訓練との併願、都内複数校、複数科目の応募はできません。また求職者支援訓練との併願も

    できません。）

  住所地を管轄するハローワーク（公共職業安定所）または、各職業能力開発センター（校）へ

※ 郵送では受付できません。本人が直接申し込んでください。
※ 申込みには写真（縦３cm×横２.４cm）が必要です。
※ 原則、受講開始⽇から遡って１年以内に公共職業訓練及び求職者支援訓練の実践コースを

受講したことがない⽅が対象です。
※ ⼊校願書はハローワーク（公共職業安定所）、各職業能⼒開発センター（校）で配布します。
※ 提出された応募書類は返却しません。ご了承ください。

  以下の項目に１つでも該当する方は、必ずご自分の住所地を管轄するハローワークに

  事前相談のうえ、お申し込みください。

① 雇用保険受給資格者
② 障害のある⽅［⾝体障害者⼿帳・療育⼿帳（愛の⼿帳）、精神障害者保健福祉⼿帳等の所持者］
③ ⺟⼦家庭のお⺟さん等
④ 求職者支援制度による職業訓練受講給付の要件を満たす⽅（詳細は7ページをご覧ください）

又は、リ・スキリング等教育訓練支援融資の要件を満たす⽅（詳細は8ページをご覧ください）
更に詳しく内容を知りたい⽅は、住所地を管轄するハローワークにお問い合わせください。

  お申し込みください。

募　集　期　間

    令令和和８８年年８８月月２２７７日日（（木木））  ～～  令令和和８８年年９９月月３３日日（（木木））

募　集　科　目

・授業料が有料の科目と無料の科目があります。
・ご自宅のインターネット環境やPC・スマホ等により受講するオンライン訓練を一部のカリキュラムで実施する場合があります。

申   込   み 

２０２６年１０月入校生追加募集
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　令和８年９月１日（火）　　午後２時開始（予約不要）

 

　 令和８年９月１０日（木）

   午前９時１５分　(受付は午前８時４５分～）

　 令和８年１０月１日（木）
※入校にあたっては、指定された期日に健康診断書の提出が必要となります。

　　１年訓練：令和９年９月２４日（金）　　　　　　　　６か月訓練：令和９年３月２５日（木）

　　４か月訓練：令和９年１月２６日（火）　　　　 　　３か月訓練：令和８年１２月２５日（金）

  ＴＴＯＯＫＫＹＹＯＯははたたららくくネネッットト

https://www.hataraku.metro.tokyo.lg.jp/kyushokusha-kunren/school/

 〜各科目のカリキュラム等のご案内を掲載しています〜

見 　 学  　会

 ・⾒学会では、各科目の詳しい説明を⾏います。
   ・⾒学を希望する科目を実施する職業能⼒開発センター（校）に、直接お越しください。
 ※⾒学終了後に、個別相談を⾏った雇⽤保険受給者の⽅は、求職活動実績として認められます。

選　　 　　考  

 入校希望の職業能⼒開発センター（校）で、以下の選考を⾏います。
 ・学⼒検査（国語・数学／⾼等学校卒業程度）または筆記試験（国語・数学／義務教育修了程度）
 ・面接

 ※学⼒検査・筆記試験では訓練に必要な受講能⼒を、面接では受講意欲や就職意欲等を確認し、総合的に判断して合否を決定します。
 ※エンジニア基礎養成科は、面接試験のみ実施します。

合　格　発　表 入 　      校

　 令和８年９月１７日（木）

訓　練　修　了

ホ ー ム ペ ー ジ

お 問 合 せ 先
お 問 合 せ 内 容 お 問 合 せ 先

　各科目の訓練内容の詳細について  各科目を実施する職業能力開発センター（校）
（ 電話番号等は６ページの所在地一覧に掲載しています。)

　都立職業能力開発センターの職業訓練全般について
 東京都 産業労働局 雇用就業部 能力開発課
 電話　 ０３-５３２０-４７１６

　雇用保険（失業給付）について

 住所地を管轄するハローワーク
（ 電話番号等は６ページの所在地一覧に掲載しています。）

　受講指示・受講推薦・支援指示の要件について

　求職者支援制度（職業訓練受講給付金）、
　リ・スキリング等教育訓練支援融資について
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　募集科目については、挟み込みの別紙「センター（校）別　２０２６年１０月入校生追加募集科目一覧」をご覧ください。

　訓練には下記の種類があります。

＜ 普 通 課 程 ／ 授 業 料 等 有 料 ＞

○ 授業料について
授業料は、年額１１８，８００円です。（原則、前期と後期の２回に分けて納付／授業料は改定になる場合があります。）
なお授業料減免制度があります。詳細は各職業能⼒開発センター（校）⼜は産業労働局雇⽤就業部能⼒開発課へお問い合わせください。
教科書代は自己負担です。（作業服代等の自己負担が一部の科目にあります。）

○ ⼊校選考料について
① 普通課程へ申し込む際は、ハローワーク⼜は職業能⼒開発センター（校） で、「⼊校選考料 納付書」を受け取り、

⼊校選考料１,７００円を⾦融機関等にて納付してください。 (納付期限がありますのでご注意ください。)
② ⼊校選考料納付後は、領収証書（⼊校選考料払込証明書）を⼊校願書（普通課程）に貼付し、ハローワーク⼜は職業能⼒開発センター

（校）にお申し込みください。

募 集 科 目 に つ い て

※教科書代は自己負担です。また、作業服代等の自己負担が一部の科目にあります。⼊校選考料はかかりません。

＜ 短 期 課 程 ／ 授 業 料 等 無 料 ＞

□■ 授業料等について ■□
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学力検査の例示として掲載します。

・　受験上の注意：試験時間は国語・数学両方で５０分です。
・　解答上の注意
　１．国　語：漢字の読みはひらがなで書いてください。送り仮名のついた解答は不正解とします。
　２．数　学：分数・平方根の解答については、最後まで約分等がされてないものは不正解にします。

模　範　解　答

２ ０ ２ ６ 年 ４ 月入校生選考問題＜学力検査＞

（国　語） （数　学）

リサイクル適正 Ａ
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。
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筆記試験の例示として掲載します。

・　受験上の注意：試験時間は国語・数学両方で３０分です。
・　解答上の注意
　１．国　語：漢字の読みはひらがなで書いてください。送り仮名のついた解答は不正解とします。
　２．数　学：分数・平方根の解答については、最後まで約分等がされてないものは不正解にします。

２ ０ ２ ６ 年 ４ 月入校生選考問題＜筆記試験＞

（国　語） （数　学）

リサイクル適正 Ａ
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。
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模　範　解　答
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電話番号 郵便番号 所　　　在　　　地　

03-5800-2611 112-0004 文京区後楽1－9－5

し ご と セ ン タ ー 校 03-5211-8181 102-0072
千代田区飯田橋3－10－3
東京しごとセンター（10～12階）

高 年 齢 者 校 03-3227-5951 169-0073
新宿区百人町3-25-1
サンケンビルヂング

板 橋 校 03-3966-4131 174-0041 板橋区舟渡2－2－1

赤 羽 校 03-3909-8333 115-0056 北区西が丘3－13－16

03-3472-3411 140-0002 品川区東品川3－31－16

大 田 校 03-3744-1013 144-0044 大田区本羽田3－4－30

03-3605-6140 120-0005 足立区綾瀬5－6－1

江 戸 川 校 03-5607-3681 132-0021 江戸川区中央2－31－27

台 東 分 校 03-3843-5911 111-0033
台東区花川戸1－14－16
（3・4階）

042-500-8700 196-0033 昭島市東町3－6－33

八 王 子 校 042-622-8201 193-0931 八王子市台町1－11－1

府 中 校 042-367-8201 183-0026 府中市南町4－37－2

042-341-1411 187-0035 小平市小川西町2－34－1

ハハロローーワワーークク（（公公共共職職業業安安定定所所））

所　　　在　　　地　 最寄り駅 管　轄　区　域

〒112-8577
文京区後楽1-9-20
飯田橋合同庁舎内1～5階

JR飯田橋駅
徒歩5分

千代田区､中央区､文京区､
島しょ

〒110-8609
台東区東上野2-7-5
偕楽ビル（東上野Ⅱ）2階・3階

JR上野駅 徒歩7分
東京メトロ　上野駅 徒歩5分

台東区

〒108-0014
港区芝5-35-3

JR田町駅
徒歩3分

港区、品川区

〒143-8588
大田区大森北4-16-7

JR大森駅
徒歩8分

大田区

〒150-0041
渋谷区神南1-3-5

JR渋谷駅
徒歩10分

渋谷区､世田谷区、目黒区

〒163-1523
新宿区西新宿1-6-1
新宿エルタワー23階

JR新宿駅
徒歩3分

〒160-8489
新宿区歌舞伎町2-42-10

西武新宿線　西武新宿駅
徒歩1分

〒160-0023
新宿区西新宿1-7-1
松岡セントラルビル9階

JR新宿駅
徒歩3分

〒170-6003
豊島区東池袋3-1-1
サンシャイン60 3階

〒170-8409
豊島区東池袋3-5-13

〒114-0002
北区王子6-1-17

地下鉄南北線　王子神谷駅
徒歩7分

北区

〒120-8530
足立区千住1-4-1
東京芸術センター　6～8階

JR北千住駅
徒歩6分

足立区、荒川区

〒130-8609
墨田区江東橋2-19-12

JR・地下鉄半蔵門線
錦糸町駅　徒歩4分

墨田区､葛飾区

〒135-8609
江東区木場2-13-19

地下鉄東西線　木場駅
徒歩3分

江東区､江戸川区

〒192-0904
八王子市子安町1-13-1

JR八王子駅
徒歩3分

八王子市､日野市

〒190-8609
立川市緑町4-2
立川地方合同庁舎　1～3階

JR立川駅
徒歩10分

立川市、国立市、小金井市、
昭島市、小平市、東村山市、
国分寺市、東大和市、
武蔵村山市

〒198-0042
青梅市東青梅3-12-16

〒198-0042
青梅市東青梅3-20-7

0422-47-8609（42＃）
〒181-8517
三鷹市下連雀4-15-18

JR三鷹駅
徒歩14分

三鷹市､武蔵野市､
西東京市、東久留米市、
清瀬市

〒194-0022
町田市森野2-28-14
町田合同庁舎 1階

小田急線　町田駅　徒歩10分
JR町田駅　徒歩13分

〒194-0022
町田市森野1-23-19
小田急町田森野ビル 2階

小田急線　町田駅　徒歩5分
JR町田駅　徒歩8分

042-336-8609（42＃）
〒183-0045
府中市美好町1-3-1

京王線　府中駅
徒歩7分

府中市､稲城市、多摩市、
調布市､狛江市

府中

※新宿、池袋、青梅、町田は年齢・一般・障害者・学卒者等で窓口が異なります。

※お問い合わせは、お住まいを管轄するハローワークへお願いします。（主として都内の別のハローワークで求職活動を行う方はご相談ください。)

所在地一覧

三鷹

町田※

＜本庁舎＞
042-732-8609

町田市
＜森野ビル庁舎＞
042-732-8609（42＃）

青梅※

＜本庁舎＞
0428-24-8609（43＃） JR東青梅駅

徒歩6分

青梅市､福生市､
あきる野市､羽村市､
西多摩郡＜分庁舎＞

0428-24-8609

木場 03-3643-8609（42＃）

八王子 042-648-8609（42＃）

立川 042-525-8616

王子 03-5390-8609（42＃）

足立 03-6680-8808

墨田 03-5669-8609（47＃）

池袋※

＜サンシャイン庁舎＞
03-5911-8609（45＃）

JR池袋駅
徒歩10分

豊島区､板橋区､練馬区
＜池袋庁舎＞
03-3987-8609

大森

渋谷

新宿※

＜西新宿庁舎＞
03-5325-9593（43＃）

新宿区､中野区､杉並区
＜歌舞伎町庁舎＞
03-3200-8609

＜新宿わかものハローワーク＞

03-5909-8609

03-5493-8609（42＃）

03-3476-8609（43＃）

JR中央線・総武線　大久保駅北口　徒歩8分
JR山手線　新大久保駅　徒歩10分

JR埼京線 浮間舟渡駅　徒歩3分

都営地下鉄三田線本蓮沼駅下車A1口徒歩10分、JR埼京線十条駅北口徒歩20分
JR赤羽駅西口からバス王子駅行乗車、HPSC陸上門下車徒歩2分 又は赤羽車庫行乗車、HPSC南
下車徒歩1分
JR十条駅南口からバス赤羽駅西口行乗車、HPSC南下車徒歩2分

りんかい線 品川シーサイド駅出口A　徒歩2分
京浜急行線 青物横丁駅　徒歩10分

京急空港線　大鳥居駅　徒歩5分

職職業業能能力力開開発発セセンンタターー
校　　　　名 最　　寄　　駅

都営大江戸線　飯田橋駅　出口C2　徒歩1分
JR総武線・東京メトロ　飯田橋駅　徒歩5分

JR総武線　飯田橋駅東口　徒歩7分、水道橋駅西口　徒歩5分
東京メトロ・都営　飯田橋駅　徒歩7分、九段下駅　徒歩10分

中 央 ・ 城 北 職 業 能 力 開 発 セ ン タ ー

03-3812-8609（43＃）

03-5818-8609

品川

飯田橋

上野

03-5418-7309

所名
電話

（カッコ内は部門コード）

城 南 職 業 能 力 開 発 セ ン タ ー

城 東 職 業 能 力 開 発 セ ン タ ー
JR常磐線・東京メトロ千代田線 綾瀬駅西口　徒歩8分
つくばエクスプレス 青井駅出口Ａ２　徒歩12分

JR総武線新小岩駅北口からバス葛西駅、東京臨海病院行
大杉小学校前下車 徒歩2分
JR総武線新小岩駅南口からバス西葛西駅行、葛西駅行
江戸川区役所前下車 徒歩8分

東京メトロ銀座線 浅草駅　徒歩8分
東武スカイツリーライン 浅草駅　徒歩5分
都営浅草線 浅草駅　徒歩12分
つくばエクスプレス 浅草駅　徒歩10分

多 摩 職 業 能 力 開 発 セ ン タ ー JR青梅線 西立川駅　徒歩7分

JR中央線　八王子駅　徒歩18分、京王線　山田駅　徒歩15分
JR中央線八王子駅南口からバス 法政大学行（富士森公園経由）・
上大船行（山田駅経由）・東京家政学院行（山田駅経由）・西八王子駅南口行
実践高校または富士森公園下車　各徒歩5分

京王線 中河原駅　徒歩10分

西武国分寺線・西武拝島線 小川駅　徒歩3分東 京 障 害 者 職 業 能 力 開 発 校
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〜東京都⽴職業能⼒開発センターの公共職業訓練を希望される⽅へ〜

① 雇用保険被保険者ではない、また雇用保険の求職者給付を受給できない⽅
② 本人収入が支給単位期間ごとに８万円以下（※１）
③ 世帯全体の収入が支給単位期間ごとに30万円以下（※１、２）
④ 世帯全体の⾦融資産が300万円以下（※２）
⑤ 現在住んでいるところ以外に土地・建物を所有していない
⑥ 全ての訓練実施日に出席している（※3）
（やむを得ない理由がある場合でも、支給単位期間ごとに８割以上（※4）出席している）
⑦ 訓練期間中から訓練終了後、定期的にハローワークに来所し職業相談を受ける⽅
⑧ 世帯の中に同時にこの給付⾦を受給して訓練を受けている人がいない（※２）
⑨ 過去にこの給付⾦を受給したことがある場合は、前回の受給から6年以上経過している（※5）
⑩ 過去３年以内に、偽りその他不正の⾏為により、特定の給付⾦の支給を受けたことがない
※１「収入」とは、税引前の給与などの他、年⾦その他全般の収入を指します（⼀部算定対象外の収入もあります）。
※２「世帯」とは、本人のほか、同居または⽣計を⼀つにする別居の配偶者、⼦、⽗⺟が該当します。
※３「出席」とは、訓練実施日に全てのカリキュラムに出席していることをいいます。ただし、やむを得ない理由によ

り訓練に遅刻・欠課・早退した場合で、１日の総時限（コマ）数のうち、半分以上の時限に出席している場合は、
1/2日出席として取り扱います（時限ごとの出席は、その時限の全ての時間に出席していることが必要です）。

※４「８割以上」の出席とは、支給単位期間ごとに訓練実施日数から欠席した日数と「1/2日出席」した日数を控除し
て出席日数を算定（端数が⽣じた場合は切り捨て）し、支給単位期間ごとに訓練実施日数に占める当該出席日数
の割合が8割以上であることを指します。
なお、育児・介護を⾏う⽅については、やむを得ない理由以外の理由による欠席がある場合であっても出席率が
８割以上あれば不支給とならず、やむを得ない理由以外の理由により欠席した日分を減額して支給します。

※５ 求職者支援訓練の基礎コースに続けて求職者支援訓練の実践コース又は公共職業訓練を受ける場合は6年以内でも
対象となる場合があります。

求職者支援制度による
職業訓練受講給付⾦のご案内

雇用保険を受給できない⽅が、ハローワークの支援指示により職業訓練を受講し、⼀定の要件を満
たす場合に、「職業訓練受講給付⾦」が支給される制度があります。受給を希望する⽅は住所を管轄す
るハローワーク（裏⾯⼀覧参照）で、事前に相談をした上で入校の申し込みをしてください。
(※令和８年４月1日時点の内容となります。要領改正により、内容が変更になることがあります。)

職業訓練受講給付⾦の支給額
職業訓練受講手当 月額１０万円
通所手当 職業訓練実施施設までの通所経路に応じた所定の額（上限額あり）
寄宿手当 月額１０,７００円

※１「職業訓練受講給付⾦」は、支給単位期間（原則1か月）ごとに支給します。
支給単位期間とは、原則訓練開始日を起算日として1か月ごとに区切った個々の期間のことを指します。

※２ 支給単位期間における「職業訓練受講給付⾦」の対象となる日数が28日未満の場合は、支給額を別途算定します。
※３ 通所手当は、最も経済的かつ合理的と認められる通常の通所経路・⽅法による運賃または料⾦の額となります。

なお、職業訓練受講手当の支給要件（下記②及び③）を満たしていない場合であっても、収入が⼀定要件以下
（本人収入12万円以下、世帯収入34万円以下）で下記その他の支給要件を満たす⽅は、支給される場合があります。

※４ 寄宿手当は、訓練を受けるため同居の配偶者などと別居して寄宿する場合で、ハローワークが必要性を認めた⽅が
対象となります。

職業訓練受講給付⾦の支給要件

支援指示を受け公共職業訓練を受講するためには、訓練実施施設による選考合格後、居住地（職業訓練受講給付⾦の受給を希望
される⽅は住所）を管轄するハローワーク（※裏⾯⼀覧参照）で「就職支援計画書」の交付を受ける必要があります。この就職
支援計画に基づき、毎月指定された来所日（訓練期間中から訓練終了3か月後まで）に就職支援計画書の交付を受けたハローワー
クに出向き、職業相談を受ける必要があります（職業訓練受講給付⾦の支給申請を⾏う⽅はこの日に手続きを⾏います）。

⼀度でも訓練を欠席（遅刻・欠課・早退を含む）したり（やむを得ない理由を除く）ハローワークの就職支援を拒否すると、職
業訓練受講給付⾦が不支給となるばかりでなく、これを繰り返すと訓練期間の初日に遡って職業訓練受講給付⾦の返還命令等の
対象となります。

職業訓練受講給付⾦または求職者支援資⾦融資は、求職者支援制度以外の他の給付や融資等を受けていることを理由として、支
給が停⽌または減額されることはありません（収入・資産要件を満たさなくなる場合を除く）。ただし、他の制度において、支
給（融資等）が停⽌または減額される可能性がありますのでご留意ください。
特に、⽣活保護または⽣活福祉資⾦（総合支援資⾦）貸付による給付（融資等）を受けている（または受けようとする）⽅は、
実施主体である自治体等にご相談ください。

求職者支援資⾦融資
職業訓練受講給付⾦に加えて、希望する⽅は、労働⾦庫（ろうきん）の融資制度（求職者支援資⾦融資）を利用する

ことができます。貸付の上限額は、同居又は⽣計を⼀つにする別居の配偶者等のいる⽅は月10万円、それ以外の⽅は、
月５万円です。返済免除はありません。

（次の要件を全て満たすことが必要です。）
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再 就 職 、 転 職 、 ス キ ル ア ッ プ を 目 指 す 皆 さ ま へ

「 リ ･ ス キ リ ン グ 等 教 育 訓 練 支 援 融 資 」 の ご 案 内

ハローワークで貸し付け要件の確認などの手続き後、別途、ハローワークが指定する金融機関（労働金庫）で貸し付けの手続き
が必要です。その結果、融資を受けられないもしくは融資額が減額となる場合があります。

※収入証明がない方も含みます。
• 融資利率は年2.0％の固定金利（信用保証料0.5%を含む）。 元金と利息の返済が遅れたら、
遅延している元金に対し年14.5%の損害金（遅延利息）の支払い義務が発生します。

• 担保および保証人は不要（ただし、労働金庫が指定する信用保証機関の利用が必要）です。
• ３か月毎(求職者支援訓練または公共職業訓練等を受講される方は１か月毎)にハローワークで職業相談を受ける必要があります。

融 資 内 容

融資額

教
育
訓
練
費
用

年収200万円以上の方 年額最大120万円×最長２年間

年収200万円未満の方※または離職者 年額最大120万円×最長１年間

融資対象費用：入学金、授業料の他、実習費、受験費用、学用品（パソコン、タブレット等）代 等
（融資申込時点で支払済の費用は、領収書等で支払いが確認できる受験費用のみが融資対象）

生
活
費

年収200万円以上の方 月額最大10万円×受講予定訓練月数（最長24か月）

年収200万円未満の方※または離職者 月額最大10万円×受講予定訓練月数（最長12か月）

• 教育訓練費用：入学金、授業料等の教育訓練機関に支払いが必要な費用は、労働金庫より教育訓練機関に直接
振り込みます。その他は本人の口座（労働金庫の口座に限ります。労働金庫に口座がない場合は、手続きの際に
口座を開設する必要があります。生活費においても同じ。）へ振り込みます。

• 生活費：3か月毎に、3か月分を上限に本人の口座に振り込みます。

• 貸付日の属する月の翌月末以降、毎月末日を約定返済日とします。
• 訓練終了月の１年後の末日までは元金据置期間として、利息のみの返済となります。
• 基本的に、利息の支払いは訓練期間中に始まります。
• 元金据置期間終了後から10年以内に元利均等払いにより返済します（最終弁済時の年齢は76歳未満）。
• 貸付金の返済は、本人の労働金庫の口座から自動引き落としとなります。

貸付
方法

返済
方法

※

｢リ ･スキリング等教育訓練支援融資｣は､スキルアップ等を目指す方々を支援するため､ ｢教育訓練費用※」と ｢教育訓練期間中の生活費｣を

融資する制度です！

制度を活用し、生活面の不安なく教育訓練を受けませんか？

※求職者支援訓練または公共職業訓練等を受講される方は「教育訓練費用」の融資は対象外です。

以下の要件を満たしたことをハローワークが確認した場合、当該日の債務残高の一部を「免除割合」のとおり免除します。

賃金が５％以上上昇した時 残債務の30％（上限額は100万円）

賃金が10％以上上昇した時 残債務の50％（上限額は150万円）

• 融資申込時点での融資対象者本人の年収が500万円未満であること
• 求職者支援訓練、公共職業訓練または教育訓練給付金の指定講座を修了すること
• 訓練終了日の翌日から１年以内に雇用保険被保険者として就職し、1年以上継続的に雇用されること
• 訓練修了後の賃金が訓練開始前の賃金と比較して５％以上上昇していること

免除
割合

融 資 を 利 用 で き る 方 の 主 な 条 件

 ハローワークに求職の申し込みをしていること

 雇用保険被保険者や雇用保険受給資格者でないこと。融資を受けようとする費用に対して給付または融資を受ける他の制度を利用していないこと（職業
訓練受講給付金 等）

 労働の意思と能力があること

 職業訓練などの支援を行う必要があるとハローワークが認めたこと

 過去に３年以上の就業経験があること

 キャリアコンサルティングを受けて、ジョブ・カードを作成していること

 融資申込時に18歳以上、融資開始時に66歳未満であること 等

融 資 の 対 象 と な る 教 育 訓 練

 訓練期間が１か月以上４年以内のもの(融資期間は､訓練期間のうち訓練開始から最大２年間)

 以下のいずれかに該当するもの

• 学校教育法に基づく大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専門学校または各種学校が提供する教育訓練

• 厚生労働大臣の指定を受けた教育訓練を実施している法人等が提供する教育訓練
• 求職者支援訓練または公共職業訓練等

融資を受けるには、条件を満たす方が対象の教育訓練を受講することが必要です。

返 済 の 一 部 免 除

以下の事項にご注意 く だ さ い

 この制度は利息を含めて返済が必要になります。融資を受ける額は、将来返済が可能であり、真に必要な額としてください。利息の返済は教育訓練受講中に必要になる場合があります。

 労働金庫で行う金融機関としての審査の結果、貸し付けを受けられない場合があります。

 訓練を途中で辞めた場合、速やかにハローワークに届け出て、労働金庫で契約変更の手続きを行ってください。

 申請書類の虚偽記載による貸し付けの不正利用が発覚等した場合、直ちに債務残高の全額を一括返済しなければなりません。また、詐欺罪などで処罰されることもありますのでご注意くださ

い。

 約定どおりに返済がなされない場合には、個人信用情報機関に遅滞状態にある旨が登録され、他の金融機関を利用する際に不利益を受ける可能性がありますので、ご注意ください。

 返済免除額のうち、生活費にかかる額は一時所得として所得税の課税対象となるため、一定金額以上の生活費用の返済の免除を受けた場合、確定申告の手続きが必要となります。
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